
今
年
度
は
、
新
市

建
設
計
画
の
後
期

に
計
画
し
て
い
る
事

業
や
、
優
先
課
題
と

し
て
位
置
付
け
た
事

業
を
着
実
に
実
施
し

ま
す
。
と
り
わ
け
、

地
域
経
済
の
活
性

化
や
雇
用
対
策
な
ど
の
地
域
振
興
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
広
島
空
港
大
橋
を
含
む
広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー

ド
や
、
念
願
の
三
原
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る
記
念
す
べ
き
年

度
で
あ
り
、
こ
れ
ら
道
路
網
の
整
備
に
併
せ
、
道
の
駅
の
建

設
や
海
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な
ど
、
本
市
の
活
性
化
に
向
け
た

事
業
も
計
画
し
て
お
り
、
大
い
に
全
国
へ
情
報
発
信
す
る
と

と
も
に
、
観
光
・
交
流
の
活
性
化
に
も
努
め
ま
す
。

一
方
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改
善
実
施
計
画
を
進
め
、
行

政
コ
ス
ト
全
般
の
効
率
化
や
遊
休
資
産
の
処
分
・
有
効
活
用
な

ど
に
よ
り
、
次
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
責
任
あ
る
行
政
運
営
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課（
1
０
８
４
８
^7
６
０
２
８
）
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平
成
２３
年
度
の
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
と
２２
の
特
別
会
計
、
１
つ
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
、
７
４
５
億

８，
４
７
９
万
円
で
す
。
昨
年
度
と
比
べ
、
６
・
６
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
財
源
に
占
め
る
自
主
的
な
収
入
の
割
合（
自
主
財
源
比
率
）が
、
昨
年
度

か
ら
４
・
５
％
改
善
し
、
４４
・
６
％
に
な
り
ま
し
た
。
市
債
の
発
行
も
最
小
限
度
に
と
ど
め
、
昨
年
度
に
比
べ

４８
・
８
％
減
の
５１
億
９
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
規
と
し
て
８８
事
業
、
２１
億
６，
３
８
４
万
７
千
円
を
掲
げ
、
安
心
・
安
全
で
住
み
続
け
た
い
活

力
の
あ
る
三
原
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
今
年
度
に
行
う
特
徴
的
な
事
業
と
、
長
期
総
合
計
画
の
６
つ
の
柱
に
沿
っ
て
重
点
的
に
進
め
て

い
く
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計 ４４２億１，１００万円
特別会計 ２６１億４，８０９万円
企業会計　 ４２億２，５７０万円
総　　額 ７４５億８，４７９万円

三原市長　五藤康之
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※その他は、利子割交付金、配当
割交付金、株式等譲渡所得割交付
金、地方消費税交付金、ゴルフ場
利用税交付金、自動車取得税交付
金、地方特例交付金、交通安全対
策特別交付金です。�

総  額�
442億�
1，100万円�

自�
　主　主�
　　財　　財�
　　　源　　　源�

44.6％�

　　　依　　　依�
　　存　　存�
　財　財�
源�

55.4％�

自�
　主�
　　財�
　　　源�

44.6％�

　　　依�
　　存�
　財�
源�

55.4％�

市税（34.1％）�
　150億7,633万7千円�

諸収入（4.1％）�
　18億2,606万4千円�

使用料・手数料・分担金・�
負担金（3.6％）�
　16億378万6千円�

財産収入（1.2％）�
　5億2,694万6千円�

繰入金・繰越金・�
寄附金（1.6％）�
　6億9,212万円�

その他（3.4％）�
　14億9,073万円�

地方交付税（20.9％）�
　92億4,900万円�

国庫支出金（12.1％）�
　53億6,207万9千円�

市債（11.6％）�
　51億940万円�
�

県支出金（6.2％）�
　27億4,090万8千円�

地方譲与税（1.2％）�
5億3,363万円� 一

般
会
計（
歳
入
）�

義�
　務　務�
　　的　　的�
　　　経　　　経�
　　　　費　　　　費�

　　　　そ　　　　そ�
　　　の　　　の�
　　他　　他�
　経　経�
費�

投資的経費投資的経費�
10.9％�

56.2％�
32.9％�

義�
　務�
　　的�
　　　経�
　　　　費�

　　　　そ�
　　　の�
　　他�
　経�
費�

投資的経費�
10.9％�

56.2％�
32.9％�

※その他は、積立金、出資金・�
貸付金、繰出金です。�

維持補修費（1.4％）�
　6億1,875万9千円� 人件費（20.6％）�

　91億852万9千円�

扶助費（18.5％）�
　81億6,886万1千円�

公債費（17.1％）�
75億4,175万7千円�

投資的経費（10.9％）�
　48億3,007万円�

物件費（11.2％）�
　49億6,106万9千円�

補助費等（8.6％）�
　38億1,456万8千円�

その他（11.7％）�
　51億6,738万7千円�

総  額�
442億�
1，100万円�

一
般
会
計（
歳
出
）�
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●
自
動
車
教
習
所
の
設
置
促
進

・
・
・
・
１，
０
０
０
万
円

市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
、
都
市

機
能
と
し
て
必
要
な
自
動
車
教
習
所
の
設

置
を
支
援
す
る
た
め
、
設
置
者
に
３
年
間

助
成
を
し
ま
す
。

●
若
者
自
立
支
援
事
業

・
・
・
・
１，
０
０
０
万
円

働
く
こ
と
に
悩
み
を
持
っ
て
い
る
若
者

が
自
立
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
卒
業
後
３
年
以
内
の
市
内
在

住
者
を
新
た
に
常
用
雇
用
し
た
市
内
の
事

業
所
に
、
奨
励
金
を
１
年
間
交
付
し
ま
す
。

●
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

・
・
・
・
４
億
８，
３
５
０
万
円

三
原
バ
イ
パ
ス
と
尾
道
バ
イ
パ
ス
と
を
結

ぶ
、一
般
国
道
２
号
木
原
道
路
の
早
期
完
成

に
向
け
、用
地
の
先
行
取
得
を
行
い
ま
す
。

●
海
フ
ェ
ス
タ
開
催
事
業

・
・
・
・
１，
５
０
０
万
円

７
月
１６
日（
土
）〜
３１
日（
日
）の
間
、
三

原
市
・
尾
道
市
・
福
山
市
で
海
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
す
。
本
市
で
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
全

国
大
会
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
船
の
一
般

公
開
や
体
験
航
海
も
行
い
ま
す
。

●
道
の
駅
整
備
事
業

・
・
・
・
４
億
２，
０
６
１
万
円

三
原
バ
イ
パ
ス
時
広
ラ
ン
プ
に
、
道
の

駅
を
整
備
し
ま
す
。
瀬
戸
内
の
多
島
美
を

展
望
す
る
ス
ペ
ー
ス
や
地
元
の
特
産
物
販

売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、市
の
Ｐ
Ｒ
や
に

ぎ
わ
い
を
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。
道
の
駅

は
、
来
年
春
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
建
設

・
・
・
・
８
億
３，
７
３
３
万
円

安
全
で
安
心
な
給
食
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
松
浜
地
区（
糸
崎
九
丁
目
）の
埋
立
地

へ
学
校
給
食
共
同
調
理
場
を
建
設
し
ま

す
。
来
年
９
月
の
稼
動
を
め
ざ
し
て
建
設

に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

完
成
後
は
、一
日
最
大
５，
５
０
０
食
を

ま
か
な
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
学
校
適
正
配
置
の
推
進

・
・
・
・
３，
７
９
５
万
円

統
合
す
る
小
学
校
の
地
域
ご
と
に
設
置

さ
れ
た
準
備
協
議
会
で
、
具
体
的
な
協
議

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
沼
北
、
八
幡
・
久
井
、

大
和
の
各
地
域
に
つ
い
て
は
、
統
合
後
の
校

舎
の
建
設
や
改
修
へ
の
準
備
を
行
い
ま
す
。
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�

教
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環
境
の
充
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道
の
駅
に
は
、

「
こ
こ
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
」、「
こ
こ

で
し
か
買
う
こ
と

が
で
き
な
い
」と
い
っ
た
特
徴
を
出
し
て
ほ

し
い
で
す
。
き
れ
い
な
景
色
と
合
わ
せ
て

特
色
あ
る
施
設
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

ま
た
、農
産
物
な
ど
を
搬
入
し
や
す
く
、

残
っ
た
も
の
を
加
工
し
て
売
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

山根宗光さん（６２）
（鷺浦町）

シ

ー

▲道の駅完成予想図



学
校
・
幼
稚
園
の
耐
震
補
強
ＩＩＩＩＩＩＩ

耐
震
指
標
が
、
基
準
値
以
下
の
校
舎
な
ど

に
つ
い
て
、
２
次
診
断
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

西
幼
稚
園
の
改
築
の
準
備
を
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
６，
８
３
０
万
円

5

男
女
共
同
参
画
の
推
進
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
１０
月
１
日
に

施
行
す
る
に
あ
た
り
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
第
二
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
６
５
５
万
円

住
民
協
働
の
推
進
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

健
康
・
環
境
・
教
育
の
分
野
で
、
市
と
協
働

で
取
り
組
む
事
業
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
設
立
し
て
間
も
な
い
団
体
が
行
う
活

動
へ
の
補
助
な
ど
も
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
７
６
０
万
円

住
民
組
織
活
動
支
援
費
補
助
ＩＩＩＩＩＩＩＩ

地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
な
ど
に
取
り
組

む
住
民
組
織
に
対
し
て
、
活
動
内
容
や
世
帯

数
に
応
じ
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
１，
９
７
１
万
円

県
立
広
島
大
学
で
の
研
究
開
発
へ
の
助
成

時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
産
業
を
創
出
し
、

商
品
開
発
に
結
び
つ
く
研
究
や
開
発
な
ど
に
助

成
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
５
０
０
万
円

人
権
教
育
指
導
・
啓
発
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩ

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
、
講
演
会
や
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
４
８
１
万
円

少
年
少
女
海
外
交
流
研
修
事
業
ＩＩＩＩＩ

子
ど
も
た
ち
が
国
際
理
解
を
深
め
、
国
際
感

覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
の
海
外
派
遣
研
修
と
訪
日
交
流
事
業
を

行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
４
０
０
万
円

公
共
施
設
の
移
転
整
備
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩ

駅
前
東
館
跡
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、

外
部
の
有
識
者
を
加
え
た
検
討
会
議
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
計
画
案
を
策
定

し
ま
す
。
ま
た
、
帝
人
用
地
に
つ
い
て
土
地

の
鑑
定
評
価
を
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
６
０
５
万
円

本
郷
幼
稚
園
整
備
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

希
望
者
が
全
員
入
園
で
き
る
よ
う
、
本
郷
幼

稚
園
の
園
舎
を
増
設
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
８
５
０
万
円

郷
土
を
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
ＩＩＩＩＩ

伝
統
文
化
に
触
れ
、
郷
土
を
愛
す
る
子

ど
も
を
育
成
す
る
た
め
、
や
っ
さ
踊
り
用
の

法
被
な
ど
の
購
入
や
三
原
塾
を
開
催
し
ま

す
。

…
…
…
…
…
…
…
３
９
２
万
円

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
ＩＩＩＩＩ

推
進
事
業

子
育
て「
金
の
ル
ー
ル（
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
・
読
書
・
あ
い
さ
つ
・
靴
そ
ろ
え
）」を
広

報
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
・
配
布
す
る
ほ
か
、
幟

を
作
成
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
２
１
２
万
円

企
画
展
覧
会
の
開
催
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

５
月
１９
日（
木
）〜
６
月
１２
日（
日
）の
間
、
西

洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
陶
器
を
展
示
す
る「
ド
レ
ス
デ

ン
展
」を
開
催
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
９
４
５
万
円

文
化
財
保
護
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

劣
化
が
進
ん
で
い
る
、
県
重
要
文
化
財
の

磨
崖
和
霊
石
地
蔵（
鷺
浦
町
）の
保
存
・
修
理

工
事
を
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
２
５
４
万
円

夢
が
あ
り
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
望
み
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
と
行

政
が
一
体
と
な
り
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
施

策
に
予
算
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

寺岡昭雄さん（７３）
（大和町）

学
校
の
校
舎
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に

考
え
た
頑
丈
な
建
物
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、
地
域
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
守

り
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
郷
土
を
愛
す
る
子

ど
も
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

上中親臣さん（３８）
幸代さん・駿佑さん・涼香さん

（久井町）

人
が
ふ
れ
あ
い

人
が
ふ
れ
あ
い
、と
も
に
参
画
す
る
ま
ち

と
も
に
参
画
す
る
ま
ち�
人
が
ふ
れ
あ
い

人
が
ふ
れ
あ
い
、と
も
に
参
画
す
る
ま
ち

と
も
に
参
画
す
る
ま
ち�
人
が
ふ
れ
あ
い
、と
も
に
参
画
す
る
ま
ち�

人を育む教育･文化のまち�人を育む教育･文化のまち�人を育む教育･文化のまち�



6

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
ＩＩＩＩＩＩ

南
方
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
４
３
７
万
円

子
ど
も
手
当
の
支
給
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
、
子
ど
も
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

※
国
の
動
向
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

…
…
…
２１
億
５，
１
９
２
万
円

み
は
ら
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
推
進
事
業

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

一
元
化
し
、
新
た
に
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
公

共
施
設
の
駐
車
場
に
、
妊
婦
な
ど
の
優
先
駐

車
場
所
を
設
け
る
ほ
か
、
男
性
の
積
極
的
な

育
児
参
加
を
促
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
７
６
５
万
円

母
子
保
健
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

妊
婦
健
康
診
査
に
、
新
た
に
ヒ
ト
白
血
病

ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
な
ど
を
加
え
ま
す
。
ま

た
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

…
…
…
１
億
１，
２
３
３
万
円

予
防
接
種
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種

を
、
引
き
続
き
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

…
…
…
２
億
７，
２
７
７
万
円

健
康
み
は
ら
２１
計
画
推
進
事
業
ＩＩＩＩ

ラ
ジ
オ
体
操
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
が
ん
検
診

や
４０
歳
代
を
中
心
と
し
た
健
康
診
査
の
受
診

促
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

…
…
…
１
億
２，
５
７
６
万
円

発
達
障
害
者
へ
の
支
援
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

相
談
に
訪
れ
た
１５
歳
以
上
の
発
達
障
害
者

に
対
し
て
、
自
分
自
身
の
適
性
を
把
握
し
て

も
ら
い
、
就
労
や
社
会
参
加
に
つ
な
げ
て
い

く
取
り
組
み
な
ど
を
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
９
０
５
万
円

く
い
診
療
所
（
仮
称
）
整
備
事
業
ＩＩＩＩ

公
立
く
い
病
院
は
１０
月
か
ら
、
現
在
の
診

療
科
目
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
無
床
の
診

療
所
と
し
て
初
期
診
療
を
担
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
１
億
３
６
０
万
円

地
域
医
療
設
備
整
備
費
の
補
助
ＩＩＩＩ

三
原
市
医
師
会
病
院
が
、
が
ん
の
早
期
発

見
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
陽
電
子
放
射

断
層
撮
影
装
置（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）を
導
入
す
る
費
用

の
助
成
を
６
年
間
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
３
２
０
万
円

き
れ
い
な
三
原
推
進
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

き
れ
い
な
三
原
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
１０
月
１

日
に
施
行
す
る
に
あ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
規
制
区
域
内
で
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
２
９
１
万
円

省
エ
ネ
・
グ
リ
ー
ン
化
の
支
援
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

Ｊ
Ｒ
三
原
駅
前
か
ら
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

ポ
ポ
ロ
ま
で
の
約
１
・
５
㎞
に
設
置
さ
れ
て
い

る
街
路
灯
な
ど
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
１
，
３
０
０
万
円

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

新
規
や
器
具
交
換
の
際
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
を
設
置
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
８
８
５
万
円

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整
備
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

旧
清
掃
工
場
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
、
家

庭
な
ど
か
ら
直
接
搬
入
さ
れ
る
古
紙
な
ど
を
一

時
的
に
保
管
す
る
施
設
を
建
設
し
ま
す
。
来
年

度
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
３
，
０
１
０
万
円

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
整
備
ＩＩＩ

し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
を
処
理
す
る
浄
化
場
を

更
新
し
ま
す
。
平
成
２５
年
度
の
供
用
開
始
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
５
億
４，
７
０
０
万
円

公
共
下
水
道
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
環
境
を
広
げ
て

い
く
と
と
も
に
、
浸
水
対
策
と
し
て
宗
郷
雨
水

排
水
ポ
ン
プ
場
や
下
北
方
雨
水
ポ
ン
プ
場
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
３５
億
９，
５
２
３
万
円

高
潮
関
連
対
策
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

糸
崎
町
松
浜
地
区
で
、
雨
水
を
適
切
に
排

水
で
き
る
よ
う
管
を
新
設
す
る
ほ
か
、
耐
震
性

の
防
火
貯
水
槽
を
設
置
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
１
億
２
５
０
万
円

勤
務
先
な
ど
、

周
り
の
理
解
が
あ

れ
ば
育
児
に
参
加

し
や
す
く
な
る
男

性
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の

公
園
に
小
さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る
遊
具
を
作
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。「
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
遊

び
に
出
か
け
る
」き
っ
か
け
が
増
え
、
男
性
の

育
児
参
加
の
窓
口
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

砂田雅行さん（５０）
あかねさん（２）
（西野二丁目）

健やかに暮らせる安らぎのまち�健やかに暮らせる安らぎのまち�健やかに暮らせる安らぎのまち�

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち�

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち�

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち�

近
年
は
、
駅
周

辺
も
ご
み
が
大
変
多

く
な
り
ま
し
た
。
マ

ナ
ー
の
悪
さ
を
肌
で

感
じ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
三
原
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
制
定
で
、
き
れ
い
な
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、
条
例

の
施
行
に
向
け
て
は
、
市
民
か
ら
標
語
や

俳
句
を
募
集
し
て
、
そ
の
言
葉
を
看
板
に

し
て
設
置
す
れ
ば
啓
発
に
つ
が
る
と
思
い

ま
す
。
予
算
を
そ
の
よ
う
な
周
知
や
啓
発

に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

藤本和久さん（５０）
（本町三丁目）



有
害
鳥
獣
の
駆
除
対
策
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
な
ど
を
減
少

さ
せ
る
た
め
、
狩
猟
免
許
取
得
者
を
育
成
し
ま

す
。
ま
た
、
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
金
網
フ
ェ
ン

ス
な
ど
を
設
置
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
２，
９
１
２
万
円

7

ア
グ
リ
三
原
２３
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

新
規
就
農
者
の
育
成
や
農
産
物
栽
培
用
の

ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
を
導
入
す
る
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
５
４
５
万
円

ウ
ッ
シ
ー
活
用
モ
デ
ル
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

牛
を
活
用
し
て
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
モ

デ
ル
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
８２
万
円

漁
場
改
良
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

自
然
石
の
投
入
な
ど
に
よ
り
人
工
の
磯
を
作

る
ほ
か
、
あ
さ
り
が
成
育
で
き
る
環
境
に
向
け

て
の
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
１，
４
６
７
万
円

中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩ

中
山
間
地
域
に
お
け
る
、農
業
生
産
活
動
を

維
持
し
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
止
し
ま
す
。

…
…
…
１
億
６，
６
３
８
万
円

企
業
誘
致
対
策
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

企
業
立
地
に
向
け
た
環
境
を
整
備
し
、
積

極
的
な
誘
致
活
動
や
既
存
産
業
に
対
す
る
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

…
…
…
１
億
６，
４
４
８
万
円

雇
用
促
進
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
す
る
ほ
か
、
市
内

在
住
の
離
職
者
や
障
害
者
を
雇
用
し
た
市
内

の
事
業
所
に
、奨
励
金
を
１
年
間
交
付
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
２，
４
４
５
万
円

中
小
企
業
融
資
制
度
預
託
金
ＩＩＩＩＩＩＩＩ

金
融
機
関
へ
資
金
を
預
託
し
て
、
低
金
利
の
融

資
を
行
い
、
中
小
企
業
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

…
…
…
１１
億
２，
０
０
０
万
円

佛
通
寺
周
辺
の
整
備
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

ト
イ
レ
を
移
設
す
る
と
と
も
に
、
駐
車
場

を
広
げ
、
新
た
な
観
光
客
の
誘
致
や
リ
ピ
ー

タ
ー
客
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
４，
５
０
０
万
円

観
光
学
芸
員
の
配
置
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

市
内
の
貴
重
な
文
化
財
を
活
用
し
、
観
光

振
興
に
つ
な
ぐ
学
芸
員
を
配
置
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
１
７
０
万
円

出
会
い
の
場
創
設
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

企
業
な
ど
が
行
う
男
女
の
出
会
い
の
場
と

な
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…

１
０
０
万
円

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
費
の
補
助
Ｉ

市
内
で
、
中
国
地
区
大
会
な
ど
を
開
催
す
る

市
内
の
団
体
に
開
催
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…

１
０
０
万
円

お
も
て
な
し
三
原
促
進
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩ

歓
迎
幕
の
設
置
や
観
光
紹
介
、特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
販
売
な
ど
で
、市
外
か
ら
の
来
訪
者
を「
お

も
て
な
し
」す
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
６８
万
円

ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

メ
ー
ル
配
信
や
、
ふ
る
さ
と
大
使
を
活
用

し
た
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
三
原

や
っ
さ
検
定
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
４
０
０
万
円

市
有
財
産
の
販
売
推
進
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

住
宅
建
設
会
社
や
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

へ
業
務
の
一
部
を
委
託
し
、
市
有
地
の
売
却

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
３，
５
３
７
万
円

地
域
公
共
交
通
の
整
備
推
進
ＩＩＩＩＩＩＩ

各
地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
の
確
保
・
充

実
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

…
…
…
…
…
２，
０
９
８
万
円

街
路
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

古
城
通
糸
崎
線
、
円
一
皆
実
線
、
本
町
古

浜
線
の
整
備
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

…
…
…
３
億
９，
４
０
０
万
円

土
地
区
画
整
理
事
業
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

東
本
通
地
区
で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

…
…
…
３
億
１，
０
０
０
万
円

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち�
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち�
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち�

企
業
誘
致
が
で

き
れ
ば
、
若
者
の
地

元
就
職
の
場
も
広

が
り
、
雇
用
の
創
出

が
期
待
で
き
ま
す
。
豊
富
な
水
や
交
通
の

利
便
性
な
ど
、
有
効
資
源
を
前
面
に
押
し

出
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
で
す
。
ま
た
、
全
国
か
ら
人
を
呼
び
込

め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
も
ま

ち
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

鈴木健吾さん（４３）
（本郷南五丁目）

交通･情報･観光基盤の充実した交流のまち�交通･情報･観光基盤の充実した交流のまち�交通･情報･観光基盤の充実した交流のまち�

佛
通
寺
な
ど
、三

原
の
観
光
資
源
を

も
っ
と
広
く
Ｐ
Ｒ

で
き
た
ら
良
い
で

す
ね
。
市
外
の
人
に
も「
三
原
」だ
と
す
ぐ

に
分
か
る
よ
う
な
、
知
名
度
の
高
い
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
前
に
観
光
客
や
若
者
が
ほ
っ

と
一
息
つ
け
る
お
店
や
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し

い
で
す
。

田中祐輔さん（２０）
（宮浦六丁目）

▲企業が立地する三原西部工業団地（小原地区）

s
佛
通
寺


